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【背景・目的】 
新潟医療福祉大学言語発達支援センタ （ー以下，センタ
ー）が開設されて 5 年が経過した．近隣地域におけるセン
ターの認知度は年々高まり，最近では町役場のこども教育
課や社会福祉協議会との連携が形成されている．開設当初
のセンター活動状況については，吉岡ら 1，2）が報告して
いる．本報告ではこの 5 年間にセンターを訪れた言葉に遅
れのあるこども，あるいは言葉に悩みを有する成人例の特
徴について検討した．  
 
【方法】 
対象は 2010 年 4 月～2015 年 3 月までの 5 年間にセン
ターを利用した 110 例とした．この 110 例（男 82 例，女
28 例）を対象に主訴，初回評価時年齢，診断名を調査し
た．  
 
【結果】 
表 1 には初回評価時の主訴を挙げた．この表から，吃音
に関する主訴が半数以上と最も多く，次に多いのは言葉の
遅れであることがわかる． 
 
 
図 1 に初回評価時年齢の分布を示した．この図から，5，
6 歳の就学前と 10 歳以降にセンターを訪れる傾向にある
ことがわかる．なお、5,6 歳児の場合は言葉や発音の問題
が多く，10 歳以降では吃音の問題が多かった．また，現
在でも定期的に指導を行っているのは吃音 15 例，言葉の
遅れ・発音では 27 例であった． 
 次に初回評価時に聴取した診断名について図 2 に示し
た．この図から，吃音が多いものの，その一方で医療機関
を受診しておらず診断名のない例が最も多かった． 
 
【考察】 
センターでは吃音に対する需要が最も多いことが明ら
かとなった．吃音に関しては，渡辺ら 3）が報告しており，
今後もセンターの重要性が高まるものと思われる．  
 一方、言葉が遅れている子どもたちが来訪するのは 5
歳代が最も多く，より早期からの言語指導が必要と思われ
る． 
言語指導の開始が遅れる一因としては医療機関を受診し
ていない例の多いことが考えられる．今後は小児科を中心
とする医療機関と連携をして早期から対応できる体制を
構築していく必要があると思われる． 
 
【結論】 
新潟医療福祉大学言語発達支援センター利用児・者の分
析を行い，吃音への対応，早期から言語指導を開始できる
体制作りが必要であることが示された．  
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 表 ．初回評価時の主訴
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